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所得分配の数理

小宮英敏1

Mathematical Background of Income Distribution

Hidetoshi Komiya

Summary — Economists have been interested in the problem of income distribu-
tion for a long time. Some kind of mathematics used in the analysis of income
distributions is attractive in itself and developed without any contact with eco-
nomics, and other field of mathematics has developed stimulated by problems
posed in economics. The problem of income distribution has been studied in
terms of such various fields of mathematics. The purpose of this paper is showing
mathematical background of the theory of income distribution.
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1 序論
複数の構成員から成るひとつの社会を想定する．大きくは国とその国民を考えることもでき，

小さくは少人数のある目的をもったグループを考えてもよい．話を簡明にするためにこの社会
は数量で記述できるあるものを生産したとし，この社会の構成員はそれぞれその生産に対し等
しい寄与をしたとする．そして生産の成果を構成員間で分け合うことを考える．寄与が等しい
としているのだから各構成員が相等しい分け前をうることが最も公平な分配と考えられる．し
かし，現実には分配の不公平が起り，すべての成果を独り占めする構成員が現れるかもしれな
いし，ふたりの構成員が結託し全成果を山分けする可能性もある．これらすべての可能性を記
述するために一般に数ベクトルが用いられる．すなわち，社会の構成員の総数を n人とし生産
成果がm単位であるとした場合の分配は (x1, x2, . . . , xn) (

∑n
i=1 xi = m, xi ≥ 0) という数ベ

クトルで表現される．ここで，考察対象の社会の構成員の名前は 1から nであり，構成員 iの生
産成果の分配量は xi で表している．(3, 1, 2)という数ベクトルは 3人からなる社会における生
産成果 6 の分配の一例である．この社会の他の分配の例としては (2, 2, 2) があるが，これが最
も公平な分配である．また，(1, 2, 3)という分配は (3, 1, 2)という分配とは異なる．実際，構成
員 1に対し，前者は 1を後者は 3を分配している．しかし，社会における分配という観点から
は同一の不公平性をもった分配とみなすことができる．したがって，(3, 1, 2)という分配の数学
的な分析を行なう時は適当に構成員の名前である番号の順番を入れ換え (1, 2, 3)という昇順に
分配量である成分を並べたベクトルを使う．このようにベクトル x = (x1, . . . , xn)の成分を小
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